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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 
 

１．日  時   平成２５年６月５日（水） 

午 後  １時３０分  開 会 

午 後  ３時１０分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  春 日 洋 子   副委員長  澤 口 正 義 

委  員  加 澤   明   委  員  堀   光 雄 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  山 本 弥 一 

委  員  舩 見 亮 悦 

 

４．傍聴職員   議  員  髙 橋 武 志   議  員  奥 本 菜保巳 

議  員  瀬 崎 雅 弘   議  員  野 坂 篤 司 

 

４．事務局職員   事務局長  中 村 健 一   主  査  山 本   聡 

主  事  一 戸   剛 

 

５．説 明 員   三沢市副市長                 米 田 光一郎 

建設部長                   沼 山   明 

同都市整備課長                高 橋 常 幸 

同同課長補佐                 末 橋 一 典 

同同同                    沼 辺 慎 也 

同同計画係長                 角   貴 浩 

同建築住宅課長                種 市   浩 

同同課長補佐                 石 井   聡 

同同同                    岡 部 章 典 

同同管理係長                 鈴 木 洋 一 

経済部長                   大 澤 裕 彦 

同産業政策課長                遠 藤 恵 介 

同同中心市街地家政科推進室長         戸 舘 剛 伸 

同同同推進係                 小比類巻  健 

 

８．案  件   ・（1）古間木団地建替事業について 

・（2）都市計画道路３・４・３号中央町金矢線について 

・（3）スカイプラザミサワの運営状況について 
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９．会議概要 

春日委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日は、建設部及び経済部の所管事務に関する調査ということで、建設部は古間木団地

建替事業についてと、都市計画道路３・４・３号中央町金矢線についての２件を、経済部

はスカイプラザミサワの運営状況についての、計３件について調査してまいります。 

 早速１件目の古間木団地建替事業について調査してまいります。 

 当該事業については当委員会で昨年８月に説明を受けたところでありますが、昨年度で

建設設計と敷地整備設計が完了し、当初計画から若干の変更が生じたとのことでありま

す。 

 そこで本日は、執行部からその説明と設計、完了後の事業概要を説明いただきまして、

委員の皆様から御意見、御質問等を伺ってまいりたいと思います。 

 それでは、執行部の説明を願います。 

沼山建設部長：それでは、市営住宅古間木団地建替事業について、昨年実施設計が終了し

ておりますので、その内容について担当課であります建築住宅課長より御説明いたします

ので、よろしくお願い申し上げます。 

種市建築住宅課長：それでは、古間木団地建替事業について御説明いたします。 

 御説明する前に、昨年８月に産業建設常任委員会で御説明した際は、古間木団地の建て

かえ戸数について２３棟、約７０戸と御説明させていただきました。その後、平成２４年

度に建てかえの建設設計、敷地整備設計を行い、２５年３月に設計が完了いたしました。

建てかえの住戸戸数も昨年御説明した７０戸から配置等を考慮し、建築設計していく中で

６５戸といたしましたことから、もう一度概要について御説明させていただきます。 

 お手元の概要書の２ページ目、資料１をお開き、ごらんください。 

 古間木団地の建替事業の概要でございます。 

 １、建設場所は、現在の団地の場所、古間木１丁目１５２番地２４号です。 

 ２、敷地面積は１万３,９５９平方メートル、約１.４ヘクタールの広さのある１団の

土地であります。 

 ３、事業期間は平成２３年度から平成２９年度までを予定しております。 

 ４、総事業費でございます。これは国の社会資本整備総合交付金の補助金を活用しまし

て、造成、外構を含めまして約１３億８,０００万円を見込んでおります。 

 ５、既存建物ですが、昭和３８年から４０年にかけ建設された団地でございまして、住

戸戸数は、２Ｋ平屋建て７棟２７戸、２ＤＫ平屋建てが１０棟３６戸、２ＤＫ２階建て３

棟１８戸の、合わせて２０棟８１戸の長屋形式の住宅であります。また、ほかに集会所が

１戸ございます。建物の構造もコンクリートブロック造で、平屋建てと２階建てでありま

す。 

 築４８年から５０年経過しておりまして老朽化が進み、住戸面積も１０坪前後と狭く、

浴室がなくトイレも汲み取りであるなど、住戸規模や設備の面においても入戸に適さない

状況となってきている状況であります。既に耐用年数を経過しており、居住環境も劣悪な
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状況であったことから、今回の建てかえとなった次第であります。 

 ６、計画建物ですが、住宅は木造で平屋建てと２階建ての長屋形式、１４棟６５戸と、

ほかに集会所１戸を建てかえる計画としております。 

 新たに建設する古間木団地の構造は、木造で高齢者等に配慮した平屋建てと一般世帯向

けの２階建てで整備したいと考え、１ＬＤＫ、１人世帯用の平屋建てが４棟２２戸、１Ｌ

ＤＫというのは、１部屋の居室とリビングダイニングキッチンの略でございます。 

 次に、２ＬＤＫ、２人用世帯の平屋建てが３棟１３戸、それと２ＬＤＫ、２人世帯用の

２階建てが４棟１８戸、３ＬＤＫの３人世帯用の２階建てが３棟１２戸、合わせて１４棟

６５戸の計画をしております。 

 表の間取りのところに、二通りの面積がありますけれども、配置の関係で、玄関が北向

きだったり南向きにより、ベランダを南向きに配置する関係上、若干の面積が違う間取り

となっております。 

 ７、年次計画ですが、平成２３年度には基本計画を策定しまして、２４年度には建物の

設計を実施いたししております。本年度、平成２５年度には表の下の米印にもありますよ

うに、現在入居している方々に対し、住民説明会を行いまして、一時移転住宅の修繕工事

及び移転補償を行いまして、団地入居者の一部移転を進めてまいりたいと考えておりま

す。平成２６年度には、既存建物の一部除却、敷地の一部造成工事等を進め、建物の工事

は３工区に分けまして、平成２７年度からの３カ年で順次建物の建設、造成工事を進め、

完成した工区ごとに新しい住宅へ移転していた入居者の入居を進めてまいりたいと考えて

おります。そして、平成３０年度には全面供用開始を目標に事業を進めてまいりたいと考

えております。 

 次の３ページ目、資料２をごらんください。 

 既存の古間木団地の位置図配置図でございます。向きは上が北であります。現在の古間

木団地８１戸の配置図となっております。 

 次の４ページ目、資料３をごらんください。 

 新古間木団地の計画建物の配置計画図でございます。 

 先ほどの既存の配置図と向きが若干違います。向きは右側が北で、左側が商業高校側と

なっております。タイプごとに色分けしておりますが、黄緑色が１ＬＤＫ平屋建て、４棟

２２戸、水色が２ＬＤＫ平屋建てが、３棟１３戸、青色が２ＬＤＫ２階建て、４棟１８

戸、紫色が３ＬＤＫ２階建て、３棟１２戸であります。合計１４棟６５戸であります。 

 次の５ページ、６ページ目、資料の４の１、４の２をごらんください。 

 新古間木団地の完成イメージでございます。 

 資料の４の１は、一番小さい１ＬＤＫの完成イメージでございます。次の資料４の２の

ほうは、一番大きい３ＬＤＫの完成イメージでございます。 

 次の７ページ目、資料５の１、５の２をごらんください。 

 新古間木団地の平面詳細図でございます。資料５の１は、１ＬＤＫ、２ＬＤＫの平屋建

ての平面詳細図でございます。左側の１ＬＤＫは、６畳間１部屋と１２.５畳のリビング

ダイニングキッチン、ほかに浴室、洗面、脱衣室、物入れ、便所、玄関、倉庫、ベランダ 

ストックヤードとなっております。右側の２ＬＤＫですけれども、こちらは６畳間２部屋
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と、１３畳のリビングダイニングキッチン、ほかに浴室、洗面、脱衣室等となっておりま

す。 

 次の８ページ目、資料５の２が、２ＬＤＫ、３ＬＤＫの２階建ての平面詳細図となって

おります。左側の２ＬＤＫは、２階に６畳間２部屋と、１階に１２畳のリビングダイニン

グキッチン、ほかに浴室、洗面、脱衣室等となっております。 

 右側の３ＬＤＫですけれども、こちらは２階に６畳間と、７.７５畳間の２部屋と、１

階に６畳間１部屋と、それと１５.２５畳のリビングダイニングキッチン、ほかに浴室、

洗面、脱衣室等となっております。 

 最後に９ページ目、資料６をごらんください。 

 事業の工程となっております。 

 最初に、概要の年次計画のところでも御説明いたしましたが、本事業は平成２３年度よ

りスタートいたしました。平成２３年度には基本計画を策定しまして、平成２４年度には

敷地の整備設計、建物の設計、地質調査を実施いたしております。 

 本年度は、平成２５年度現在入居している３１人に対しまして、住民説明会を行いまし

て、そのうち団地入居者の一部９世帯の移転を進めてまいりたいと考えております。 

 平成２６年度には、既存建物の一部除却、敷地の一部造成工事を進め、下から４段目の

建物の建設工事のところですが、３工区に分けて建設する計画で、平成２７年度から３カ

年で順次建物の建設と造成工事を進め、２７年度末には２１戸を完成させ、２８年度末に

２８戸を完成させ、２９年度末に１６戸を完成させまして、そして、完成した工区ごとに

新しい住宅への入居を進めてまいりたいと考えております。そして、平成３０年度には全

面供用開始を目標に事業を進めてまいりたいと考えております。 

 以上で、古間木団地建替事業についての説明を終わらせていただきます。 

春日委員長：ありがとうございました。 

 ただいま御説明をいただきましたが、御意見、御質問等はございませんか。 

加澤委員：それでは、何点か質問いたします。 

 まず、計画建物の中で、１人世帯、２人、３人と人数構成があるのですけれども、これ

は成人男性というか、成人を基準にしたものなのか、例えば奥さんを数に含まないのか、

その辺はどういう考え方で構成していますか。 

種市建築住宅課長：今の住宅の構成ということで、この世帯構成の割合は、平成２３年度

の基本計画の中で、過去５年間の定期募集の応募の状況から、建てかえの新規入居世帯の

構成割合を想定しまして、１人世帯と、２人世帯、あとは３人世帯以上を約３対５対２と

して割合を構成したものでございまして、入居に関しましては、世帯主を基本に考えてお

ります。 

加澤委員：そこの部分はわかるのですけれども、そこの中に、例えば２人子供がいたと

か、３人子供がいたとか、そういう部分はあった場合、含まれるか含まれないかという部

分ですけれども。 

種市建築住宅課長：子供もその世帯の人数に含めてカウントします。 

加澤委員：それでは、最後に確認しますけれども、例えば、夫婦２人に子供が３人あった

場合は、それもオーケーということでよろしいですか。 
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種市建築住宅課長：その場合も大丈夫でございます。 

加澤委員：それと最後に１点だけ、これ建物自体の坪単価というのは、建築単価というの

はどのようになっておりますか。 

種市建築住宅課長：建物の坪単価でございますけれども、設計が終わってまだ精査はして

ませんけれども、平均で約平米単価２６万円、坪単価に直しますと８６万円ぐらいを想定

しております。 

加澤委員：一般の庶民的な考えからいきますと、鉄筋コンクリートでもない普通の一般木

造住宅に８０万円以上の金額というのは、すごい大理石の建物を建てるのかどうかわから

ないですけれども、非常に高額だと思うのですけれども、その辺はどのようにお考えです

か。 

沼山建設部長：単純に全体の事業費を面積で割るとそういうことになるんですけども、  

１戸当たりがかなり小さい、だけどトイレとか住宅の中で一番お金かかるのは水回りが一

番かかるわけでトイレとか風呂場とか、そういうのは必ず小さくても必要となるものです

から、それらを面積換算にするとどうしても割高な金額になってしまいますけれども、例

えば７０坪、８０坪の家があって、大広間があってと、それらも例えば坪換算するとかな

り割安というか。それと、今回平屋が多いんですけれども、２階建と平屋ということ、平

屋建ての方が基礎が必要、屋根も必要、屋根の面積分必要になってくると、どうしても割

高になってしまうと。総２階だと半分で済むということになります。そういうことで今回

の場合は１戸当たり１５坪の家もあるわけで、これの中にはトイレだとか風呂だとかそう

いうものが必要になってきまして、どうしても単純に坪換算すると今みたいになるという

ことです。 

山本委員：甘いですよ、笑われる、これは。役所仕事、任せてあんたたちが試算するより

も半分の値段でできますよ、私もいろいろな建築基準等とあわせて、とんでもない価格差

ある。試算おかしいのではないですか、その市役所だから３倍かけて、今の答弁は水回り

が…確かにそのとおり、何ぼ高いと思う、１５坪でも、それはどこでもやっていますよ、

流しに風呂に、それは屁理屈。もう１回、これはね、だれ１坪８０万円といったら、東京

あたりのビルディングの工事費ですよ、坪当たりね、そういうようなのをあんたたちがや

ろうとしている、予算の無駄遣い。これの市の負担は幾らなのか、これから尋ねるけれど

も、国から来るから高ければいい、恥ずかしいよ、あんたたちはプロなはずだ。私たち素

人ではね、だまされるかもわからないけれども、一般不動産会社とか建売りやってます

よ、どのぐらいだと思いますか、ちゃんと風呂も水も坪数小さくても、こんな８０万円な

んていうのをかけていませんよ。甘い、もう１回内部を精査して、できるだけ無駄のない

ように予算をきちっと計算して、これみんな税なのですよ、何だかんだって。これはでき

ないね、笑われるこれは、我々議会がこれ通したら、不動産会社笑われますよ、プロに。

まず、これ１点ね、考え直してください。 

加澤委員：この件に関しては、私のほうは一応部長のほうからも御説明ありましたけれど

も、そこの部分は説明としてお伺いいたします。ただ、山本委員もおっしゃったとおり、

市価でいくと、やはり非常に高いものだと思います。市場でもやはりアパートとか、そう

いうものを建てているわけですから、それから比べたって特別市営住宅に内策にすごいも
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のを使うわけでもないし、一般的なものを使うと思うので、その辺はやはり高額なような

気がします。しかし、まだこれが決定したわけではございませんので、今後入札とか、そ

ういうものもされますし、８０万円で終わるのか、６０万円で終わるのか、４０万円で終

わるのか、これは今後のことだと思いますので、役所のほうもきちんと市場価格というも

のも加味しながら予算立てをして、適性な価格でいい仕事ができるような体制をつくって

いただきたいと思います。これは最後に要望です。 

 以上です。 

山本委員：笑われることはやらないのだよ。では、これをどのぐらいの、１３億幾らの国

の補助を使うのだろうけれども、これとって国民の税金、あんたたちの金でないですよ。

間違わないでくださいよ、きちっと精査して、市場価格だとか、それで我々に図ると。何

でも我々が通すというのは間違ってますよ、厳しい世の中ですから、そういう気持ちで仕

事に当たってください。 

 それで、何ぼで貸そうと思っているの、１３億円もかけて、坪８０万円のこれも今度は

逆に、小林一茶みたにゼロか。どのぐらいかけて、サービスはいいのですけれども、ただ

サービスだけでは成り立っていかない。やっぱりそれなりの入る人に少しでも安くするの

は当然だろうけれども、分外に安くするということはやめてください。それどのぐらいで

貸そうと思っているの、そこをお聞きします。 

種市建築住宅課長：住宅の使用料について、御説明いたします。 

 住宅の使用料は入居者の収入等で変わってくるのですけれども、一番安い使用料とし

て、１ＬＤＫは１万６,７００円、２ＬＤＫが１万９,６００円、３ＬＤＫが２万６,００

０円と、今、予定しております。 

 以上でございます。 

山本委員：その分はわかりました。それで、何十年たてば、その負担したのが取れるの

か、これから役所は最大の次の産業と言われるけれども、ただ安ければいいというもので

もない、きちんとして何かサービスの分、市民からすればゼロのほうがいいのですよ。そ

れではもたないのが極論だけれども、そういうことをやろうとするから、それはやれない

のです。その今の話のとおり坪８０万円かけて、この貸料といったら、私でも皆さんの役

割ね、部長でも何でもやれますよ。もうちょっと勉強して、市場調査して、これが貸料が

妥当なのかどうか我々も今聞いただけなので、この辺はまた新しく建てて普通だったら、

米軍ハウスの１５万円云々というけれども、民間だと４万円かな、５万円かなという、そ

こできちっとこれらについても、他市と比べてどうなのか、古くなったから建てかえる云

々はあるのだけれども、この辺の経営学を皆さん方できっちり精査して、議会へ諮って了

解とるようにしていただきたいなと思いますので、要望です。 

春日委員長：ほかにございませんか。 

加澤委員：一点聞き忘れたんで一時移転の先ほど約３１名ほどいると言いましたけれど

も、一時移転はどのような形でどのぐらい補償もあるということを聞きましたけれども、

どちらのほうに移転してもらって、どのような補償の体制をとってもらうのか、それを

ちょっと御説明してください。 

種市建築住宅課長：住民説明のほうですけれども、先月５月２８日に住民説明会のほうを
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行いまして３１人、３工区に分けて工事するものですから、今年度は９世帯ということ

で、その説明会のときに、古間木団地内で仮移転するのか、ほかの団地、市営住宅に移っ

て仮移転するのか、あとは民間に移転するのか、その辺も説明しまして、アンケートを６

月の中ぐらいまでにうちのほうに出してもらって、移転補償費については、今後また住民

のほうに説明するということになってございます。 

堀委員：最初は２１戸ですか、これは何社で建てることになるのですか。 

種市建築住宅課長：建物の建設工事のほうは２７年度から順次３カ年で建てていくのです

けれども、その手法といいますか、どういうふうな発注にするかは、まだ決まってござい

ません。うちの管財課のほうと協議しながら、発注の仕方等を検討してまいりたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

堀委員：わかりました。今こういう時代ですので、やはり多くの事業所に仕事をしていた

だくためにも、多くの事業所に建ててもらってほしいなと、これは要望です。 

春日委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

春日委員長：ないようですので、案件を次に移ります。 

 調査事項の２件目、都市計画道路３・４・３号中央町金矢線についてであります。 

 当該路線は、三沢駅周辺の慢性的な渋滞を緩和するとともに、第２みちのく有料道路や

三沢空港、三沢駅など、主要な交通拠点へのアクセス向上が見込まれるなど、当市におい

て重要な事業の一つであると思います。この事業は長期にわたり実施されているわけです

が、改めて事業概要と進捗状況を説明いただきまして、委員の皆さんに御意見、御質問等

を伺ってまいりたいと思います。 

 それでは、執行部の説明を願います。 

沼山建設部長：都市計画道路３・４・３号中央町金矢線、その概要と今までの経緯につい

て、それから今後の予定について、三沢市の担当課であります都市整備課にご説明させま

すのでよろしくお願いします。 

高橋都市整備課長：それでは、都市計画道路３・４・３号中央町金矢線の概要について説

明いたします。 

 お手元の資料の事業概要書をごらんいただきたいと思います。ページ数は２ページと

なっています。 

 まず、この事業の目的ですけれども、中央町金矢線の事業地区は、現在、東西間を県道

１路線、市道２路線で結ばれておりますが、いずれも三沢駅周辺で青い森鉄道と交差して

おります。市道２路線は踏切により平面交差しておりますことから、立体交差している県

道への交通の集中が著しく、三沢駅周辺は慢性的な混雑となっております。このことか

ら、市街地南部を東西に貫き、周辺県道等に接続する幹線道路として、青い森鉄道によっ

て東西に分断されている市街地をダイレクトに連絡することのできる、県道と鉄道を跨ぐ

高架橋及び接続道路を整備し、東西両地域におけるアクセスの向上、三沢駅周辺の交通混

雑の緩和など都市内交通の円滑化を図ることを目的に県事業として実施しているものでご

ざいます。 
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 次に、事業内容について御説明いたします。 

 資料の２、事業概要図をお開きいただきたいと思います。あわせてごらんいただきたい

と思います。 

 事業箇所につきましては事業概要図の赤の線の部分が今回の事業区間となっておりま

す。起点につきましては、図面の右側、三沢市千代田町１丁目とおいらせ町との境界付近

のおいらせ町住吉４丁目から、図面左側の終点部分、春日台２丁目古間木小学校に上って

いくところの道路付近が終点になっておりまして、その区間が今回の事業区間となってお

ります。 

 事業の延長は１,５６４メートル、このうち橋梁区間が青い森鉄道を跨ぐ形で４０８メ

ートル、トンネル区間が橋梁を挟みまして千代田町側２１０メートル、春日台側１４２メ

ートルの２カ所で、合計３５２メートルとなっております。道路幅員につきましては、資

料３、道路及び主要構造物標準断面図等をごらんいただきたいと思います。 

 ページ数は５ページとなっております。 

 図面の左側の上のほうに道路図の横断図が書いてあります。車道が２車線で８メート

ル。両側に４メートルの歩道を設けまして幅員として１６メールの道路となっておりま

す。図面の右側にトンネルの断面図を掲載してあります。千代田町方面の春日台トンネル

とも、こちらも同じ断面図となっております。図面の下のほうに橋梁の図面を載せてあり

ます。延長４０８メートルの橋梁となっております。 

 次に、２ページの事業概要のほうに戻っていただきたいと思います。 

 事業期間につきましては、平成５年度に事業に着手いたしまして、平成２８年度の供用

開始を目指して事業を進めております。 

 事業費につきましては、現在のところ１０７億５,０００万円を予定しております。 

 次に、これまでの経緯について御説明いたします。 

 この事業は、先ほども説明いたしましたが、平成５年度から事業に着手いたしまして、

平成１４年度までは各種測量・建物ほか調査・実施設計、用地買収、物件補償等を実施し

ております。 

 平成１５年から工事に着手いたしまして、工事用道路の設置、それから千代田トンネル

に着手しております。 

 平成１８年度には春日台トンネルの工事に着手いたしました。 

 ページをめくっていただきたいと思います。 

 平成１８年度には、技術基準改定、設計諸条件の変化などがございましたので、当初の

設計を変更いたしまして、橋梁等の変更をいたしております。 

 平成２０年度には、千代田町トンネルが完成し、千代田町側の橋脚の工事を開始してお

ります。 

 平成２１年度には、春日台地区の橋台の工事を実施いたしております。 

 平成２２年度には、春日台トンネルが完成いたしまして、千代田町側の橋台工事のほう

を実施、それから千代田町側の道路工のほうにも着手しております。 

 平成２３年度には、橋梁の橋脚工事が全て完成いたしまして、平成２４年度にかけて橋

梁の桁の製作を工場のほうで実施しております。 
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 事業の進捗状況と、これからの予定につきましては、県に確認いたしましたところ、平

成２４年度末の進捗状況は約９０％とのことでございます。 

 これからの予定につきましてですけれども、平成２５年度は工場で製作しております橋

梁の桁を現地に輸送いたしまして、橋を架ける工事を実施するということでございます。

それにあわせまして、脚の床をつくる工事、それから道路等の工事を実施する予定とのこ

とでございます。 

 平成２６年度以降につきましては、橋の部分の塗装、それから照明灯の設置、それから

引き続き残りの道路工の工事を実施いたしまして、平成２８年度からの供用開始を目指し

ております。 

 今後も財源確保に努め、着実な事業進行を図っていくという県からの回答をいただいて

おります。 

 以上で、都市計画道路３・４・３号中央町金矢線の説明を終わらせていただきます。 

春日委員長：ありがとうございました。 

 ただいま御説明をいただきましたが、御意見、御質問はございませんか。 

山本委員：これは着手してから、もう１０年近くになるのですけれども、今、説明いただ

いて橋梁の設計変更で技術何とかという説明なのだけれども、基準の改定どんな改定が

あって、今の現在のコンクリートで橋を繋ぐといいますか、そういうけれども、前はどう

いう形の計画だったのか、何か基準が変わって今のこういうふうになったとうのは、この

辺の技術をどう変えてなったのか、ちょっと説明いただきたい。 

高橋都市整備課長：橋梁の変更についての質問にお答えしますと、橋梁の変更につきまし

ては、当初は橋脚ですけれども、橋脚の数が現在よりも少ない形で、橋と橋の間隔が広い

形で計画しておりましたけれども、工事を進めているうちに古間木川の改修工事がござい

まして、それに伴って橋脚の置く場所を自由におけるようになってきたものですから、橋

のこの橋脚をふやしまして、経済的な設計に変えていただいたということで、途中で今回

この様な変更が生じたということでございます。 

山本委員：わかりました。それで、コンクリートで細かくやった。そうすると安くなった

と、どのぐらい安くなったのか、当初の橋と今現在のこの設計変更した、ここは県のメ

リットが多いのだろうけれども、その辺わかっていたらお願いします。 

高橋都市整備課長：当初の設計と比べ比較いたしまして、概算で当初の計画より約１３億

円減額になったというふうに聞いております。 

春日委員長：よろしいですか。ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

春日委員長：ないようですので、案件を次に移りますが、執行部の皆様には、ただいま委

員から出されました意見等も参考にしていただき、今後の事務事業が円滑に進められるよ

う努めていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 ここで、執行部説明員の入れかえのため、暫時休憩します。ありがとうございました。 

午後 ２時１３分 休憩 

──────────────── 

午後 ２時１５分 再開 
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春日委員長：休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 調査事項の３件目、スカイプラザミサワの運営状況について調査してまいります。 

 これまで中心市街地の活性化については中心市街地活性化基本計画をもとに、さまざま

な取り組みが行われ、市議会としても特別委員会を設置し、その内容や成果について説明

を受けるとともに、意見や要望等をさせていただいた経緯がございます。 

 当委員会としましても、中心市街地の活性化については引き続き注視していかなければ

ならない課題であると思っております。 

 その中でも、本日はその中心市街地の拠点施設でありますスカイプラザミサワの運営状

況を御説明いただき、各委員からの御意見、御質問等を伺ってまいりたいと思います。 

 それでは、執行部の説明を願います。 

大澤経済部長：去る５月２９日に行われましたスカイプラザミサワ株式会社の第８回定時

総会において、取締役員の選任が行われました。それで、これまで小坂さん、月舘さん、

相葉さん、古間木さん、中居さん、溝口さん、それから米田副市長の７人の取締役がおり

ましたが、溝口さんと、米田副市長の辞任によって、残った５人、それに加えて新たに５

人の取締役が選任されました。御紹介いたしますが、株式会社サンロクの代表取締役の下

久保さん、それから有限会社ループの代表取締役の田嶋さん、浪岡電設有限会社代表取締

役の浪岡さん、有限会社山本ファームの代表取締役の山本さんに加えて、三沢市経済部長

の私大澤の５人、合計３人増の１０人の取締役が選任されました。 

 その中で、任期２年ですが、小坂さんが引き続き社長、月舘さんが引き続き副社長、相

葉博さんが新規に専務となりました。 

 それでは、平成２４年度のスカイプラザの事業実績でございますが、テナント数が４店

から９店、５店ふえたことなどによって、平成２３年度比１１３％増の売上高が１億２,

２９７万円になりました。また、平成１３年度といたしましては、売り上げ増３割以上の

増の１億６,７００万円を目標にしておりまして、また市商工会が運営しておりました街

の駅みさわを廃止いたしまして、直営部門に移管することといたしました。詳細について

は担当の戸舘のほうから説明させますので、よろしくお願いいたします。 

戸舘中心市街地活性化推進室長：それでは、スカイプラザミサワ株式会社の経営状況につ

いて私のほうから説明いたします。 

 まず、お手元の資料１ページをごらんください。 

 こちらのほうは平成２４年度事業報告書としております。大きく三つの項目について分

けて記載しております。 

 まず、１点目、管理部門。 

 こちらのほうはテナント入居に関してです。 

 まず、１番ラニチキンファクトリー、こちらは株式会社ベレスフォードがテナントとし

て入っております。詳しく言いますと、ピッツェリア・マッシモの経営者と同じになって

おります。 

 ２番は、笑笑、三沢アメリカ村店、こちらのほうは株式会社モンテローザ、当初から

入っております魚民と同じ会社になっております。 

 ３番目として、コイワブルーウッズ、この店は前は市役所前にあったミニタリーショッ
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プがテナントとして平成２４年９月にスカイプラザミサワのほうへ入居としております。 

 ４点目は、アメリカ村ショップ、これまで２回空き店舗だった部分に、直営スカイプラ

ザミサワ株式会社が直営するテナントとして入っております。 

 ５番目は、ジャック＆ベティという、ファーストフードをメインとしたフードコートを

オープンさせております。こちらのほうもスカイプラザミサワ株式会社の直営店となって

おります。 

 以上、先ほどの説明と同じくなります５店舗の新規テナントの入店となっております。 

 次に、２番目、直営の小売部門について説明いたします。 

 街の駅みさわの平成２４年度の売上高となっております。 

 街の駅みさわに関しては、既に平成２５年３月３１日に、三沢市の商工会からスカイプ

ラザミサワ株式会社が全ての業務を移管して滞りなく済んでおります。今後、平成２５年

の４月１日以降はスカイプラザミサワの直営として現在進めております。その分、若干 

項目が表現しにくい部分もありますけれども、資料としてはこの資料のもとで説明いたし

ます。 

 まず、スカイプラザミサワの直営小売部門、平成２３年度は１,０７０万円の売り上げ

でした。これを平成２４年度は６,３４１万１,０００円まで上げることができました。こ

れは、１階の売り場をアメリカの輸入食品、そして輸入雑貨、また、インターナショナル

な雑貨をメインとして変えたことによって、売り上げの向上を図ることができました。 

 またジャック＆ベティに関しては平成２５年の３月２９日オープン、本当に年度の後半

にオープンとなりましたので、２４年度は２４万３,０００円の売り上げになっておりま

す。合計で、２４年度は６,３６５万４,０００円の売り上げ、前年度比記載のとおり５９

４.９％の伸びとしております。 

 次、その下になりますが、委託・チャレンジショップ、これは平成２１年１２月１９日

に街の駅みさわとしてオープンしたき、このときに委託販売とチャレンジショップ、１坪

ショップというものをメインとしてオープンしました。また、これに産直生鮮野菜類、こ

ういったものでオープンした経緯がございます。この項目にあわせて資料を作成しており

ます。 

 また、中居酒店関しては、オープン当初から輸入食品をメインとして販売してきており

ます。こちらのほうの推移が、委託・チャレンジショップは２３年度は２,９１５万９,０

００円だったのに対して、平成２４年度は２,８６３万８,０００円、マイナス１.８％、

中居酒店に関しては９５４万２,０００円だったものが１,９７４万５,０００円、２０６.

９％の伸び、産直友の会、こちらは８２６万円だったのが、１,０９３万６,０００円と

なっております。 

 まず、委託・チャレンジショップが減っているのではスカイプラザミサワ株式会社の直

営部門を販売面積を多くしたことによって調整をしております。これまでスカイプラザミ

サワの販売、会社の基本方針がアメリカ、インターナショナル、米軍基地、こうした３点

に基づいて進めたことに対して、これまでの委託・チャレンジショップのコンセプトが会

社に合わなくなってきている部分があります。こうしたものを調整して出店者数、出店者

を減らしております。また、委託商品に関しても、温泉宿で売っている商品とか、そう
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いったものに関しては全て取引を停止しまして、商品の厳選も進めております。こうした

ことに対して委託・チャレンジショップの販売アイテム数、こういう点数が減っているこ

とで、売り上げが減っているところでございます。 

 中居酒店さんに関しては、面積をふやして、また商品数もかなりふやしております。こ

うしたことによって、この２０６％の伸びを示しております。 

 産直友の会は、正式に言うと街の駅みさわ友の会というのが正式名称です。こちらのほ

うは平成２５年４月２４日に解散をいたしました。ですから、今後は直接の野菜生産者と

の取引にはなりますが、会自体は既に解散しております。その会の売り上げは８２６万円

から１,０９３万円、こちらは集客力が上がったことによって、こうした野菜類の売り上

げの伸びを示しております。合計で２３年度から２４年度に対しては、この２００％の伸

びとしているところでございます。 

 次に３番目、株式会社ロジテックとの係争についてです。 

 こちらのほうは平成２１年の１２月に中央建設工事中央審査会のほうに、株式会社ロジ

テックが提訴しまして、約３年にわたる審議等によって、結審されたものでございます。

最終的には２,０２９万７,０３７円の支払い命令が出ました。これに基づいて速やかにこ

の金額を支払っております。これに関しては中央建設工事紛争審査会に関しては、契約

時、そこの判断にゆだねるという契約書に基づいて、既にこの件については全て支払いも

終わっているところであります。 

 次に、２ページを開きまして、平成２５年度の事業計画について説明いたします。 

 まず、経営方針は、大きく二つに分けております。 

 まず１点目は、三沢市の新しい名所づくりになるようこの中心市街地再生の原点であり

ますアメリカンテイスト、ここに限りなくもっと目指そうということで、今さまざまな商

品構成をまた検討し直しております。そうすることによって三沢市の新しい名所として賑

わいができることを、今進めています。スカイプラザミサワに集客ができることによっ

て、このアメリカ村、また中心市街地に放射状に集客が図れる、こうしたことをねらった

ものであります。そのための名所づくりには欠かせないことがあります。それが（2）番

に記載されております。 

 まず、当社の基本方針であります、アメリカ、インターナショナル、米軍基地、こうし

た３点のキーワードを限りなく特化したもので商品戦略として、また販売戦略として進め

ていく。そのためにはテナント入居に関しても、これに合うもの、合う型、合う店舗を目

指します。ですから、和風な店舗が入りたいといっても、空いていても空き店舗が、空き

スペースがあってもお断りする、こうしたことは徹底的に進めていきたいという考えでい

ます。 

 ２番目として、特徴ある商品、当社スカイプラザミサワ株式会社ては、スーパー、ホー

ムセンター、またコンビニ、それから百均の店、こうした店舗とは競合しない業態、商品

構成を目指しています。大手スーパー、ユニバースやヨコマチさんと競っても勝てる見込

みはございませんし、また、同じものを売っても集客力ではかないません。ですから、特

にスーパー、ホームセンターとは競合しない商品構成を常に目指しています。 

 また、コンビニや百均とも競合しないようにしています。現に今までカップラーメン
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等、調味料も置いてましたが、こうしたものも全部４月１日以降は取引をやめて輸入品の

調味料やカップラーメンといったものに商品の構成を変えております。こうしたことに

よって、スカイプラザミサワでなければ買えない商品、こうしたことを特徴づけてどんど

ん戦略として進めていく計画としています。 

 ３番目として商圏、商業の圏域を三沢市だけではなく、もっと広域、今一番力を入れて

いるのは、八戸市、岩手県北、そして津軽地方、こうしたところを十分に視野に入れて週

末にここから来てくれる戦略をとっています。そのためＰＲや、それから新聞広告、また

ＣＭ、こうしたものもどんどん、こうした広い地域に発進しています。 

 最後に、三沢市商工会や観光協会、また航空科学館など、そうした団体との連携も大き

く入れております。 

 次に、管理部門（デベロッパー部門）の件についての事業計画です。 

 直営小売部門の充実化、１階の旧街の駅みさわ、ここをより充実させます。テナント

ミックスによる商圏の拡大や集客力の向上はもちろんですが、おもしろい商品構成、これ

を常に考えながら進めています。先ほど申し上げたとおり、街の駅みさわ友の会、産直の

野菜類がなくなることによって、輸入の生鮮類、冷蔵庫や冷凍庫を準備して、そういった

商品を今既に販売しております。また、冷凍食品も輸入食品にこだわって商品を今置いて

いるのが実情であります。 

 次に、２階へのテナントの誘致になります。 

 ２階は、まだ半分がスケルトンの状態で埋まっていない状況が続いています。しかしな

がら、今の状況でまだまだテナントさんが入居できるということは、かなり確立が低いの

で、今後もスカイプラザミサワの経営方針に合うテナント探しに努めていきます。そのほ

か現在直営で販売しているアメリカ村ショップ、こうしたころは、いい条件が整えば、そ

ういったところを切り売りしてテナントとして入れるということも考えております。 

 また、今スケルトンの状態、中居さん側の２階ですが、こちらのほうは今後イベントス

ペースなどを考えながら、整備を進めていくこととしています。 

 ３点目は自主イベントの開催としています。 

 特に、周年祭、これをアメリカ村サンクスカーニバルとして、昨年２回ほどイベントを

開催しています。また航空祭やアメリカンデーは特に最近は賑わいがふえておりますの

で、こうした既存イベントと併祭、共催したイベントの開催も考えています。 

 また、週末バーベキュー、こちらのほうは直営で今バーベキューハウス、またはワンパ

ウンドステーキ、こうした特徴ある食を開催できるように現在計画しているところです。 

 ７点目としては、基地マラソンの併催イベント。基地マラソンに関しては、今、いろい

ろないきさつがあって中断されておりますが、そうした友好的な基地の中を走れる、現在

マラソン人気というものはいまだに途絶えることがないので、こうしたマラソン大会を

使ったイベントの企画、運営というものも現在検討しているところです。 

 ４点目とすれば、情報発信ツールの活用、ホームページを充実化することはもちろんで

すが、ブログや動画発信、こうしたことも十分考えて進めていきたいと思っております。 

 ３ページをごらんください。米軍提供地の活用。 

 こちらのほうはイベント会場や駐車場化への働きかけ、こうしたことをどんどん進めて
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いきたいと考えています。 

 また、相互協力による環境整備、私ども社員は毎朝、広場、それからゲート前の道路に

関しては掃除をしております。こうした日本一きれいなゲート前を目指しながら、こう

いった取り組みを積極的に進めていきたいと考えています。 

 大きな３番目、直営小売部門、まず、街の駅みさわ商工会から移管しておりますので、

どんどん独自性を持った販売戦略を進めていきます。３月２９日にオープンしたジャック

＆ベティ、こちらはよりアメリカンテイストによる特徴づけを生かしまして、アメリカン

な食を提供していきたいと思います。 

 直営小売部門の品ぞろえに関しては、輸入雑貨、特に食品の人気が好調ですので、輸入

食品の充実化、これにはイオン下田さんにあるカルディコーヒーさんや、青森の駅ビルに

あるジュピターさんなんかと競合しない、そこよりももっと特徴づけられるような食品、

こうしたものを日々研究してリサーチしながら進めているところです。 

 生鮮食品に関しては、先ほど申し上げたとおり輸入の野菜、こうしたものをどんどん取

り入れて販売したいという予定にしております。冷凍食品についても同じとなっていま

す。 

 地元のみやげ品に関しては、これまでは委託販売に関しては、ある程度業者任せの品ぞ

ろえだったものを、今度はスカイプラザミサワ株式会社が十分に調べた上で、本当に売れ

るものかどうか、こうしたものも考えながら販売として戦略を立てております。そのため

今まで扱いしてなかったラグノオの商品なんかも、今は販売しております。順調に売り上

げを伸ばしているところです。 

 （3）番目として、旧委託部門の直営化です。 

 こちらは何回もお話ししておりますが、街の駅みさわという商工会で経営していた売り

場をスカイプラザミサワ株式会社が直営としておりますので、もっとスカイプラザミサワ

株式会社のコンセプトに合う直営部門の利点を生かしながら、販売を進めていくことにな

ります。そうしたことを書かれております。 

 特にこれまでは、ほとんどがその販売業者任せのレイアウトや売り場の陳列だったもの

を、直接スカイプラザミサワ株式会社のスタッフが行うと、こうしたことによってさまざ

まなアイディアも生まれるというふうに考えております。 

 次に、（4）として中居酒店の売り場改善及びテナント化。 

 こちらのほうは、これまでは中居酒店の輸入食品に関しては、旧街の駅みさわの販売と

一緒でしたが、今後中居酒店のほうからレジスタッフが１名、そして酒類を扱う。このお

酒に関してはソフトなタイプのお酒を扱って、店前駐車場の横が中居酒店ですので、相互

にお客さんが行き来できるようなことを、今考えております。ですから、中居酒店の今の

出入り口の横にもう１カ所出入り口があるのですが、そちらスカイプラザ側の出入り口か

らも行き交えるような販売を考えています。 

 そのほか取扱商品については、小売部門と相互にいろいろ情報を共有しながら、お互い

に商品が重なり合わないような売り方、この分野は中居さんに任せる、こうした変わった

ものはスカイプラザが扱う、スポット的な商品は当社で扱うと、こうしたことも十分に相

互に情報交換しながら販売を進めていくこととしています。 
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 ５番のチャレンジ部門ですが、現在これまで平成２１年からずっと続けてきたチャレン

ジショップという部門は廃止を考えています。この廃止によりまして、今後も継続して商

品の販売を考えている方とは、委託部門と同じ方針で進めてまいります。 

 これまでは趣味の範囲、自分の趣味、余暇で使ったものを商品としたり、そういった方

が多かったのですが、それではとても物を売るというところまで、大量に売っていくとい

うことはできませんでした。また、どうしても商品を預けて、預けっ放しや、次に販売戦

略を考えるという体質にならないので、チャレンジショップを廃止して、卸し業者と同じ

ような考えで進めていきます。 

 ですから、プロへチャレンジするというこれまでの発想ではなく、今後もどんどん商品

開発や商品を売る自分の商品を、もっとどうやったら売れるのか、こうしたことを考えれ

る方をパートナーとして考えていきますという方法に変えていくことにしています。これ

は今６月ですが、６月中にこれまでのチャレンジ部門として取引している方と協議しなが

ら進めていくことにしています。 

 ６番の産直部門は、何回も申し上げているとおり解散しています。 

 街の駅みさわの名称も廃止して、今後アメリカン、このスカイプラザミサワから連想さ

れるような店舗名を現在考えながら進めているところであります。 

 最後に４ページをお開きください。 

 平成２５年度の売上計画としています。 

 直営部門に関しては、１階の小売店舗と２階の小売店舗を合わせて７,８００万円の売

り上げを見込んでおります。 

 旧委託部門に関しては、現在既にスカイプラザミサワで直営で行っております。こちら

のほうも２,４００万円の見込みとしています。 

 ジャック＆ベティに関しては、実際３月にオープンしたばかりですが、平成２５年度

１,５００万円。この１,５００万円に関しては大体月１２５万円と考えています。平日大

体売り上げが２万円前後、そして土曜日、日曜日、各１０万円程度の販売を見込んでいる

ところであります。合計で直営の部分を１億１,７００万円と考えています。 

 産直部門に関しては、こちらちょうど資料をつくった後に産直のほうは正式な解散が決

まっておりますので、まだ資料は入っておりますが、実際この産直部門に関しても、まだ

全てなくなったわけではございません。実際お昼のお弁当類や、そうした販売も現在また

店舗数をふやしながら進めてきております。今後、これまでの産直、街の駅みさわ友の会

の会員の方が、相談や交渉に来ることもございますので、現在のところ１,０００万円の

売り上げを見込んでいます。 

 また、同じくチャレンジ部門、今後も違う形で引き続くのですが、自分たちの直営でな

い部門で合計２,０００万円、そして中居酒店さんの売り上げを３,０００万円として、合

計で１億６,７００万円の平成２５年度の売上計画を見ているところです。 

 以上、かいつまんでの説明になりましたが、私からの説明を終わります。 

春日委員長：ありがとうございました。 

 ただいま御説明をいただきましたが、御意見、御質問はございませんか。 

加澤委員：今、大変詳細に御説明をいただきました。しかし、ちょっと残念ながら、三沢
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市は第三セクターになって、筆頭株主になっております。その中で、ここの資料の中に決

算報告の関係の書類が出てないのですが、それはどのような理由で出てないのでしょう

か。 

遠藤産業政策課長：今回、この決算資料ものせようかというふうな話になっていたのです

けれども、来週ホームページに公表するというふうな予定になっておりまして、そのタイ

ミング上、概要を御説明して、内容につきましてはすぐ見れる状況にございますので、今

回のところの資料にはのせておりません。 

加澤委員：ホームページに近々にのるということですけれどもれ、今、この案件で会議を

しているわけですよね。のるから今出さなかったとか、これ逆に怠慢ではないですか、き

ちんと会議の資料として、それが以前からホームページにのっているのであれば別ですけ

れども、これから近々にのるということの問題を、今こうやって協議している中で、資料

を出さないというのは私は怠慢だと思いますけれども、どうですか。 

遠藤産業政策課長：ただいま準備いたします。 

加澤委員：今、準備されるということなので、これはやはりきちんとやる時点で用意して

ください。それが来るまで若干他の質問をいたします。 

 決算書が来るとわかるのでしょうけれども、ロジテックに対して和解金というか支払い

いたしましたよね。ここの部分の財源というものはどのような形で捻出されたのか、それ

と、役員、株主なんかもかわってますけれども、三沢市の場合は筆頭株主で、今度は部長

のほうもかわったと、これはわかるのですけれどもれ、ほかのほうの新規の役員に関して

は、これは選考とか、あと株式上の権利割合というのはどのようになっているのでしょう

か。 

戸舘中心市街地活性化推進室長：まず、ロジテックの支払いに関して説明いたします。 

 ロジテックの支払いに関しては、最終２,０００万円の金額になりました。市中銀行か

ら借り入れ１,０００万円を行って、あとは自己資金で合計の２,０００万円を支払いして

おります。 

 次に、株主に関しては、４人の新規の役員に関しては株主になっております。経済部長

に関しては株式の購入というものはございません。 

 もう１点は、株主の選考方法については、株主総会の前に必ず取締役会が開かれます。

その中において、まず今回の取締役に関しては三役会、そして取締役会、ここで十分に議

論されて、株主総会で承認を得ています。そして最終的に１０名の株主で、その後に臨時

取締役会を開催して、代表取締役、そして副社長、専務を決めているところであります。 

 以上であります。 

加澤委員：端的に言うと推薦ということですよね。最初のだれかが推薦して、決めて、そ

れを会議にかけていって、承認を得ると、そういう解釈でいいのですよね。その選ばれた

方たちは、それぞれ株も保有しているということですか。 

戸舘中心市街地活性化推進室長：推薦という言葉では、私たちは使ってなくて、三役会か

ら十分いろいろ議論して選出されて、一応現取締役の案として株主総会で提案して、承認

を得ております。そういうところです。 

 所有株式数ですが、取締役に関しては４０株ということを取締役会で決めております。
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ですから、役員になる以上株主も所有することで、役員会で決定しています。ただし、第

三セクターであることから、三沢市からも取締役を入れております。これまで副市長だっ

たのですが、４月からは経済部長としていますが、ここに関しては株式数は保有しないと

いうことで決めております。 

加澤委員：早くこのスカイプラザが借りる方が決まって、早くフルオープンしてくれれぱ

いいと、恐らくここに来られている議員さん全員、また傍聴している議員も同じ思いだと

思うのです。これだけ努力して、すごい売り上げの伸び率なのですよね。これはもう感服

もするし敬服もするし、すばらしいことだと思います。今後こういう形でやっていただけ

れば、平成２５年度も方針も細かく説明していただきました。これをやっていけばすばら

しいものになるのではないかと、私は信じてやまないつもりでおります。ただし、先ほど

から言っておりますけれども、第三セクターとして、やはり三沢市は責任もあります。そ

れをチェックする機能も委員会にあります。そこの部分はきちんと今後も、提出資料は会

議終了間際になるかどうかわかりませんけれども、きちんと会議の上では書類を提出し

て、財源とかそういうものも説明できるような形をとってもらわないと、今後貸付金の返

済も始まるわけですよね。そういう意味でも、やはり明確に誤解の生じないような報告を

していただきたいと思います。これは要望で終わります。 

春日委員長：ほかにございませんか。 

山本委員：こういう調査するに当たって、今、加澤委員言われたように、資料不足です。 

これは委員会を開くときは、案件に沿った資料をきっちりするようにお願いしたいと思い

ます。そうすれば時間の無駄もなくなると思います。 

 そこでお尋ねするけれども、先ほど、説明いただきましたけれども、ロジテックとの係

争等について、このたび決まった。この内容をもう１回お聞きしたい。今までこの会社、

入札でなったと思うのですけれども、どのぐらい前金、手付け金払って、我々見ると、何

かコンクリートや基礎をやっただけで、あとは発注者とのトラブルで、もうちょっと払わ

ないと鉄骨どうこう組み立てができないとかという、何かそういうふうに聞いているのだ

けれども、それから一向に進まないで、時間までたっていく、ああだこうだと言っている

ように、今のスタイルになったのだけれども、そこで、総額今回決まって、利息と２,０

２９万いくらはらわなければいけない。これ総額合わせてどのぐらいロジテックに払った

のか、この辺ちょっとわかっていれば答えていただきたいと思います。 

戸舘中心市街地活性化推進室長：大変申しわけございません。前の部分に関しては資料は

あるのですが、きょうそこまでの深い質問が出るとは思ってなくて、資料を持ってきてお

りません。ロジテックにはこれまで工事経過途中にさまざまな支払いはしてきておりま

す。最終的に今回約２,０００万円の支払い命令、これは実際に最終的に全て工事を発注

した最小限の金額は払いなさいという判断に基づいてのことになります。この２,０００

万円のうち、実際には最終の支払金額は１,７００万円程度なのですが、結局約３年の月

日が流れていて、そして利息が約３００万円程度になってます。こうしたのもありまし

て、最終この２,０００万円で全て労働の対価として工事発注した側として、最小限払わ

なければいけない額というふうになっておりますので、最終の金額は、これプラス今まで

支払った分なのですが、その前の資料をきょう持参してませんです。すみません。 
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山本委員：あとはもうちょっと…思うのだけれども、今、商工会でやった街の駅ですが、

これが３月末でもって、今度スカイプラザのほうで経営が変わると。これ主なる理由は今

までスカイプラザの目的に合わないのを無理して、誰も入らないから入っていた。余り芳

しくないから、今度はかわって経営するというのか、何か事情があったら、その辺かわっ

てやるという事情を説明してください。 

戸舘中心市街地活性化推進室長：すみません、少し説明不足でした。これに関しては当

初、いろいろなこうしたロジテックの問題、さまざまな問題でオープンが約４回から５回

にわたって、当時ＭＧプラザのオープンは引き延ばされてきました。当時のＭＧプラザの

ほうで、三沢市商工会にどうしてもオープンさせなければいけないということで、販売の

委託をするのです。そうしたいきさつ、または街の駅というものをオープンしなければい

けないというさまざまな理由が絡んで、平成２１年１２月１９日にスカイプラザがオープ

ンしたのです。このオープン後、商工会のほうで街の駅みさわを経営しながらテナント入

居というものを進めてきましたが、スカイプラザミサワ株式会社に平成２３年の１０月１

５日にリニューアルしました。そのときに販売戦略も大きく変えてアメリカ村にふさわし

い店づくりを進めてきました。約１年６カ月間でかなりの結果を残せる。ここで本来のス

カイプラザミサワ株式会社が行う店舗ということで判断できたので、商工会と相談して本

来の姿に戻したというところで、御理解いただければと思います。その辺は十分三沢市商

工会とは協議をして現在に至っております。 

山本委員：わかりました。そこで、平成２５年の取り組みを聞きましたけれども、アメ

リカ的な品ぞろえ、あるいは雰囲気を出そうと、こういうのはわかりました。それが当

初の集客を集める基本２点だったと思います。だけども、入る人もいない、それが崩れ

て野菜屋になったり、その道の駅みたいなものになったり、全く趣旨に反するような店

の構成内容、これ苦肉の策だったと思うのだけれども、この取り組みの中でも、一番欠

けているのが、本来売り子、店員だよね、我が三沢市は米軍基地があって奥さん方がお

ります。アルバイト的でもいいし、まずそういう方々を店の中に、岩手県だとか全国か

ら集めるのだという、スペースは小さくてもアイディア次第で私は大きな店舗に比する

誘客を図れると、こう思っています。まだアイディアが足りない。そこで、そういう売

り子等をアルバイトでもいいし、片言の日本語、我々海外に行っても、ちょっと通じた

い、値段ではないのです、我々海外に行っても珍しいもの。三沢の人たちはベースへ

行ったら、税金掛かっていないというのはわかるけれども、よそから来る人は珍しいも

のを、三沢ならではの、それは褒めてますよ、よそから先般のアメリカデー等において

も、近隣の方々が三沢らしいところがいっぱいあるなと。まだまだ私はこの取り組みは

新たに取り組みというけれども、そこのところを足りないのでないか、雰囲気づくり

ね。品ぞろえやっていくのだろうけれども、この品ぞろえに関しても、まともになる

と、全世界展開だけれども、このスカイプラザは小さいですよ。土、日、朝から子供、

家族連れ、私は大しておいしいとは思わないのだけれども、アメリカナイズになってき

ている部分があるのです、行ってみてください、マクドナルド、ただ１店舗でも、スカ

イプラザでもすごい人気あるのですよ。何で意外と席取れないと、たったハンバーガー

ですよ、ジュースと、あれちょっとジャガイモのフライで、それでさえもサービスの仕
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方、雰囲気のつくり方、あのぐらいの客が集まりますよ。この役所から商工会、頭の切

れる方々頼んだりしてやっているのに、まだまだ私は誘客がその割に働いてない、こう

認識しています。今一つの例を挙げたのだけれど、やっぱり片言でも日本語しゃべれ

る、よそから来ても買える、こういうふうにできれば、品だけをそろえてもアメリカ的

な雰囲気は醸し出せない。これを内部のソフト面となって、せっかく人材があるのだか

ら、その店をやる方はもう、それらも念頭に置いて今後取り組みされるのかどうか、そ

れを１点と、基地の中にスーパー、あるいはスーパーの横に日本人も買える唐揚げだと

か、ポテトだとか、ホットドッグだとか、いっぱいありますよ。ホットドッグだって１

０種類、もとはアメリカではソーセージを温めるこういう大きなのを挟んで、あと自由

に辛しとキュウリの漬け物、自由に。これ日本でもやっているのだけれども、その買い

物に行くにもそれを食べながら、ゆっくり大量に、あっちは大量だからね、やはり安く

なる。そういう今はやりがあるので、そうした参考に基地の中を見てくださいよ、スー

パーにどういうものをどういう、アメリカなんだから基地の中はね。そこにヒントがあ

るはずであります。それらをもっと勉強してください、この辺のさらなる取り組みを

ちょっと伺いたいけれども、この２点について。 

戸舘中心市街地活性化推進室長：まず１点目の販売スタッフについてですが、これは既に

現在１年くらい前から会社の方針としては考えてはいるのですが、なかなか人材確保、ま

た雇用として契約するに当たって難しい状況をクリアできないでおります。長期間どうし

てもいなければいけないことを考えると、今後は週末とか限定したいというのも、今実際

には考えていろいろなつてをたどって、働ける方は探しているところです。もう少し店頭

に出るまでに時間を必要とするところではありますが、もうしばらくお待ちいただきたい

と思います。 

 もう一つは、ファーストフード店のアイディアについてですが、現在オープンしました

ジャック＆ベティというのは、今、委員さんおっしゃったとおり、パンにフランクフルト

を挟んで、自分たちでトッピングするというスタイルをとっています。これが１店舗だけ

ですとなかなか難しいので、今後我々が自社でスカイプラザミサワが直営店としてジャッ

ク＆ベティをオープンした相乗効果で、次のテナントさんが入ること、今期待していると

ころです。また、ぜひできればそういった店主さんたちと交渉できる機会があれば、どん

どん進めていきたいと考えているところです。 

 以上です。 

春日委員長：ほかにございませんか。 

澤口副委員長：お聞きしたいことはたくさんあるのですが一つだけ、もしこの場で答弁で

きるのであったら、答弁お願いいたします。 

 先ほど御報告ございましたように、株式会社ロジテックとの係争のことなのですが、結

果的にスカイプラザミサワ株式会社が敗訴となりました。その敗訴に至った主たる理由を

簡潔にお願いいたします。 

戸舘中心市街地活性化推進室長：こちらの件に関しては、中央建設工事紛争審査会のほう

で長年にわたり協議審議して出た結果ですので、それをかいつまんで言いますと、建設工

事にかかった分は、結果が伴わなくても支払いなさいというところが大筋になります。で
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すから、最終的に中途解約はしたものの、それまでは契約履行業務がなされていると。そ

れまでの分を計算し直した最終的金額が約１,７００万円足りないという結果になってお

ります。 

 以上です。 

澤口副委員長：今答弁をいただいたのは当たり前の説明なのですよ、実は、この委員会の

場で求めること自体ちょっときついかなと思ったのですが、そこに至る詳細の理由がある

わけですよね。幾らで発注した、どこまで出来高があった、そこの部分でいろいろ争いが

あったと思うのですが、その辺のところは、この委員会に詳細を我々に知らせることはで

きますか、できませんか。 

戸舘中心市街地活性化推進室長：こちらのほうは仲裁判断のほうは、以前中活の委員会の

ときに見せているので、その一式は差し上げることはできます。ただし、今は持ち合わせ

ていませんので、仲裁判断書を後でコピーしたものをお渡しいたします。今委員さんが

おっしゃったとおり、これまでの最初発注してから全ての金銭のやりとり、そうしたもの

を全ていろいろ最初から計算し直しての数式もございます。かなり厚い資料になります

が、そちらのほうは後から準備させていただきます。 

澤口副委員長：ありがとうございました。 

 ちょっと話それるのですけれども、私ども議会内部の改革の一環として、こういった委

員会もたしか議事録が一語一句整理されて公表されるということになったはずなのです

が、その辺も踏まえまして、本当に出せるもの、出せないものあると思うのですが、その

辺をよく吟味していただければ結構ですから、よろしくお願いいたします。 

春日委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

春日委員長：ないようですので、以上で、本日の案件は全て終了いたしました。 

 執行部の皆さんには、ただいま委員から出されました意見等も参考にしていただき、今

後の事務事業が円滑に進められるよう努めていただきいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 なお、この所管事務調査については、次の定例会に委員会報告をすることになります。

これについては正副委員長に一任願いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

春日委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 大変ありがとうございました。 

午後３時１０分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   春 日 洋 子  

 


